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まえがき 
 

 この取扱説明書は、ADHDテストプログラム もぐらーずのトリガ出力オプション機能を正しく

有用に使用して頂くためのガイドブックです。 

 この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解された上で実際にご使用くださいますよう

お願いいたします。また常にこの説明書を手元に置かれて操作されることをお勧めいたします。 

 ご使用になるコンピュータおよび周辺機器についての取扱いは、各製品に付属されている説

明書を参照して下さい。 

 

 

 この取扱説明書の主な内容は、以下の通りです。 

    （１）インストール方法 

    （２）操作方法 
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 ご注意 

 

 １．本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

 

 ２．本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

 

 ３．本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り記載

漏れなどお気づきの点がありましたらご連絡下さい。 

 

 ４．運用した結果の影響については３項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承下さ

い。 

 

 

  Microsoft、およびMSは米国Microsoft Corporationの登録商標です。 

  Windows NTは、米国Microsoft Corporationの商標です。 

  Pentiumは、米国Intel Corporationの商標です。 

  PC/ATは、米国International Business Machines Corporationの登録商標です。 
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１-１ USB トリガ制御 BOX ドライバのインストール 
 

トリガ出力オプション機能は、USB トリガ制御 BOX を使用します。USB トリガ制御 BOX を使用

するためには、ドライバのインストールと設定が必要です。 
 

 

 

 
 

ドライバのインストール時には、Administorでログインして行ってください。 

使用できるOSは、WindowsXpとWindowsVistaです。 

ドライバはシリアル制御用とデバイス制御用の２つをインストールする必要があります。 

 

[ドライバのインストール] 

1. トリガ制御 BOX-USB を始めて接続するとドライバインストールの開始画面が現れます。 

2. 今回は接続しないを選択して次へをクリックします。 

3. CD を入れて、ソフトウェアを自動的にインストールを選択し、次へをクリックして指示に従

ってインストールしていきます。 

4. ハードディスク上にドライバがインストールされます。 

5. ２つのドライバを入れるため、再度インストール開始画面がでたらインストールを繰り返し

ます。 
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１-２ ユーザー登録 
 

トリガ出力オプション機能は、通常版と異なるユーザー登録（パスワード指定）することで、

トリガ出力機能を利用することができます。 

 

[ユーザー登録の方法] 

1. ﾍﾙﾌﾟ(H)ﾒﾆｭｰ内の ﾗｲｾﾝｽ登録(L)..選択して、登録ダイアログを表示させます。 

 
2. ユーザー名に、ユーザー名を入力して下さい。 

3. 管理者から指定されたユーザー番号(50～5000)とサブ番号（０～）を入力して下さい。

サブ番号が指定されていない場合には、０を入力します。 

4. 管理者から指定されたパスワード（数値）を入力して下さい。 

パスワードの入力中の文字は、すべてアスタリスクに変換されて表示されます。 

このパスワードは、トリガオプション機能用に発行されるものを使用してください。 

5. 入力後、OK ボタンをクリックして下さい。ユーザー番号とパスワードが一致した場合

には、登録完了のメッセージが表示されます。 

 

 

 

１-３ 設定方法 
 

トリガ出力オプション機能が有功になると、条件設定でトリガ機能設定が可能になります。 

 

［設定方法］ 
 

1. 操作部の設定ボタンをクリックして、設定画面を出します。 

 
2. トリガアウトを有効にするを ON にします。 

3. 出力ポート選択で USB Port を選択します。 

4. OK ボタンで終了します。 
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１-４ トリガ出力ポートについて 
 

オプションで用意されたトリガ出力は、USBトリガ制御BOXの２つのステレオミニジャックから

３系統出力されます。 

 

 
 

［トリガ出力番号］ 

トリガ出力は、ポリメイト AP1132,AP1532 の外部 EXT 入力にステレオミニプラグケーブル

で直接接続することが可能です。 

（）内は、ポリメイトの EXT 入力番号になります。 

コネクタ S1 
トリガ 1 (EXT1)  非ターゲット画像が提示されている間、HIGH レベルになります。 

トリガ 2 (EXT3)  反応キーが押された時点で、一定区間 HIGH レベルになります。 

コネクタ S2 
トリガ 1 (EXT2)  ターゲット画像が提示されている間、HIGH レベルになります。 

トリガ 2 (EXT4)  予備 
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